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公益財団法人佐々木研究所 2022年度事業報告書 

 

Ⅰ．2022年度の主要な活動状況報告 

 

１．総括 

公益財団法人佐々木研究所は、1882年に佐々木東洋が杏雲堂病院創立時に掲げた「医

学の進歩に寄与し、医業を以って社会に貢献する」という理念の下にそれ以降長きに亘

り、研究と医療の一体化推進を実践してきた。2 代目院長の佐々木政吉は 1894 年、私

邸に研究所を建設し今日の研究所の基礎を築いた。2012 年 4 月には、内閣府から公益

財団法人として認定を受け、公益性の高い研究・医療を推進している。そのために現在

は、附属佐々木研究所、附属杏雲堂病院および附属湘南健診センターの 3事業所におい

て、公益目的に沿い臨床と基礎研究が一体となった研究活動を行っている。 

2022 年度は、前年度に引き続き、創立時の理念と伝統を活かした医学研究財団とし

ての活動を行ったが、新型コロナウイルス感染症蔓延の影響が継続し、財団運営は限定、

制約を余儀なくされた。そのような状況の下、各事業所においてコロナ対応を図りつつ

事業運営を進めた結果、当法人全体の 2022年度決算は、収益は 6,045百万円（前年度

比 100 百万円減、予算比 104 百万円減）となり、損益面は、未稼働施設の固定資産減

損損失 351百万円を計上したことにより、法人全体の当期一般正味財産増減額は 16百

万円（前年度比 514百万円減、予算比 97百万円減）となった。 

 

２．各事業所の概況 

（１）附属佐々木研究所 

2022 年度は 5 月に研究所長が交代し、新しい執行体制のもと、がんその他の疾患を

中心とした医学に関する基礎研究を腫瘍細胞研究部（インターラクトーム研究）、ペプ

チドミクス研究部（プロテオミクス研究）、腫瘍ゲノム研究部（ゲノム研究）の 3 研究

部制で推進した。本年度の研究業績は格段に向上し、特にインパクトの高い国際医学ジ

ャーナルに病院、研究所の論文が掲載され、社会に対しては適時にプレスリリースした。

収益については過去 2年にあった大口の寄付は 2022年度にはなく、引き続き緊縮財政

のもと、それぞれの研究者の獲得する競争的研究資金で運営している。 

このような状況から 2022年度の年間収益は 14百万円（予算比 4百万円増）、費用は

123 百万円（予算比 15 百万円減）となったが、減損処理の影響により、損益は△460

百万円（予算比 332百万円減）となった。 

 

（２）附属杏雲堂病院 

急性期・回復期・緩和ケアの 3つ機能を持つケアミックス型病院として運営している。

各診療科では病理部門や婦人科をはじめ臨床研究にも力を入れている。2022年度も引き
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続き新型コロナウイルス感染症蔓延の影響を大きく受け、病棟稼動率および入院患者数

は大きく減少した。一方、手術件数、外来患者数は堅調に推移し、さらには渡航者向け

PCR 検査や東京都からの補助金等も病院の損益に貢献した。これらの状況から 2022 年

度の収益は予算比 128百万円減の 4,367百万円、損益は予算比 43百万円増の△256百万

円となった。損益面では対予算を上回ったものの、赤字経営が続いており、来期以降の構

造改革による黒字化が当財団の最大の課題である。 

 

（３）附属湘南健診センター 

2022 年 4 月よりセンター長が交代した。経営方針は前年度を継承しつつ、4 つの柱

の公益目的事業のうち“がんその他の疾患に関する予防医学的研究事業“に寄与するこ

とを主目的とし、同時に、その事業に根ざした研究活動も行った。また日々の業務に関

しては、新型コロナウイルス感染防止対策をセンター内で厳重に施行し、健診業務（人

間ドック、生活習慣病予防のための特定健診、協会健保など一般健診、婦人科健診）を

遂行した。2022 年度の収益は、新型コロナウイルス感染拡大の影響からキャンセルや

予約減により減収となり、下期も第 8 波の影響はあったが、2022 年度の年間の収益は

419百万円（前年度比 10百万円増、予算比 4百万円減）となり、税引前損益は 32百万

円（予算比 9百万円増）で、引き続き黒字運営となった。 

 

（４）収益事業 

2022年度の御茶ノ水杏雲ビルは、期初は 2.75フロアの空室を抱え、入居率 94.1％で

スタートした。厳しい経営環境下、業務委託先の住友不動産と連携強化を図ることによ

り、テナントを順次確保し、期末には空室 1.0フロアを残すのみとなり、結果、2022年

度通期の入居率は 95.0％となった。2022 年度の収益は 1,239 百万円（予算比 24 百万

円増）、税引前損益は 820 百万円（予算比 59 百万円増）となり、いずれも予算を達成

した。 

 

３．対処すべき課題 

（１）財務基盤の強化 

医学研究を遂行し、医療事業を軌道に乗せるためには、安定した財務基盤構築が重要

である。昨年度より財団基盤再構築のための中期経営計画（2021～2023年度）を策定

し、実行中である。この計画は単年度予算策定時に毎年見直しすることとし、財団全体

の基盤充実を主眼としているが、コロナ禍により病院の損益は大きな影響を受けている。

今後の病院のあり方と損益改善を計画の中心に据え、中期経営計画の刷新を図っていく。 

 

（２）医学研究の推進 

附属佐々木研究所では研究部による基礎研究の体制を構築し、研究活動を活発化してきた。
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また附属杏雲堂病院においても従来から臨床研究を継続し、臨床研究と基礎研究が一体とな

った研究体制が構築できつつある。また、附属杏雲堂病院の医師も、国内共同研究に参加・

寄与して極めて高いレベルの研究発表にも関わることができた。今後真の医学研究機関とし

てこのユニークな体制に基づく研究活動を促進するとともに国内外に研究成果を発表して

いく。また研究成果の公表にとどまらず、公募される研究補助金の獲得にも積極的にチャレ

ンジしていく。 

 

（３）人材・組織の活性化 

当財団は、医療、研究を中心に、様々な分野、職種の人材を雇用しているが、働き方

は多様化しており、労働法制の変化にも対応すべく、2019 年度より人事制度の改定を

行ってきた。人材を適切に管理・活用し、労働意欲を最大限に引き出すため、適切な評

価とそれに応じた報酬を定めた人事制度の整備が不可欠である。2022 年度からは、制

度改定の総仕上げとして、医師の人事評価制度を開始するとともに、多様な働き方に対

応した制度の拡充を行った。同時に、これら業務を所管する部門を人事・IT 部として

改編し、財団全体の活性化を図っている。 

組織面では、上述の人事部門に加え、調達、IT、施設管理などの横断的な管理業務を

4月 1日付で財団事務局に集約・再編した。以降、全体最適の観点から、業務の効率化

と財団全体の方針徹底、ガバナンス強化を進めている。 

 

（４）公益性の確保 

組織改編後の財団事務局をハブとして、法制や社会情勢の変化に適切に対応するため、

今後も引き続き、コンプライアンス、ガバナンスの強化、定着を図っていく。 

 

 

Ⅱ．研究事業活動 

 

１．研究事業概要 

公益財団法人佐々木研究所は、その定款に定める「がんその他の疾患の予防・診断・

治療の研究開発を行い、医学の進歩ならびに人材の育成を図り、より良い医療の推進、

普及に努め、以って国民の健康増進に寄与することを目的とする」事業を、附属佐々木

研究所、附属杏雲堂病院、附属湘南健診センターを研究実施施設として行う医学研究機

関である。 

 

（１）研究指針 

当研究所は、創設者佐々木隆興が、世界で初めて既知化学物質で実験動物内臓に人工

的がんを作ることに成功したのをはじめ、第 2 代所長の吉田富三による吉田肉腫の発
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見など動物実験を中心とするがん研究において新しい知見を創出し、医学に多大な貢献

をしてきた長い歴史がある。その伝統を堅持し、卓越を目指した基礎研究とともに臨床

に根差した医学研究を行う。医療の現場で診療にあたる医師、看護師、その他の医療従

事者が、患者に資する医学的問題を発掘し、その問題の解決を図り、医療に還元するこ

とが行うべき公益目的事業である。提起された医学研究課題に対して、実験を基盤とす

る基礎的解析で答えを出す基礎研究を附属研究所が行い、医療情報を基盤とする臨床的

解析で答えを出す臨床研究を附属病院ならびに附属健診センターが行う。臨床研究にお

いて実験が必要な場合には、附属研究所において研究部との連携のもと実験を行う。ま

た、近隣の大学を含め他の医学研究機関との共同研究の実施および大学研究施設の利用

等を図っていく。財政的な問題もあり雇用については限定的であるが、客員研究員など

当研究所で研究をしたいという層は研究者コミュニティに存在し、有効に連携活用しな

がらチーム形成していく予定である。 

長年にわたり、当研究所は UICC といったがんの国際研究活動に参加してきたが、

2022年度 2月 3日(World Cancer Day)には杏雲堂病院のライトアップなど目に見える

形で参加し、web上でもプロモーションビデオを公表した。病院との連携ではヒトを対

象とした医学研究を進めてきているが、その際に必要な倫理問題、監査、公示など適切

かつ建設的な体制を種々の改訂に合わせて運営している。 

 

（２）研究体制 

 附属研究所ではがんを中心とした疾病に関する基礎研究につき、ゲノム、インターラ

クトーム、プロテオームの 3学問領域に立脚した 3研究部において研究を遂行した。各

研究部は主任研究員（Principal Investigator、PI）を部長として、研究員 2名、研究助

手 1名の構成を目指している。もともとの構想は、学問分野の進歩に応じ、5部門くら

いが望ましいが、財務上の現実的な理由から現在は 3部門で運用し、また、それぞれの

部も限られた人数で運用している。 

附属杏雲堂病院、附属湘南健診センターでは、がんおよびその他の疾病に関する臨床研

究を行っており、また他施設との共同研究に参加している医師（physician scientist）も顕

著な成果を上げている。杏雲堂病院としても各診療科の医師をはじめとする常勤の医療従

事者を中心とした多数の研究が行われた。湘南健診センターでは松浦センター長のもとに、

医師以外の医療従事者も積極的に研究提案をし、また、研究費獲得への努力も行なってい

る。これらの研究計画において実験的な過程が必要な場合は、申請に基づき附属研究所が

実験の場を提供している。 

 

（３）職員 

附属研究所職員は、所長(2022年度は非常勤)1名、PI（研究部部長）3名、研究員 3

名、研究助手 2名が基礎研究に従事した。また、研究事務室は、研究事務室長 1名、研
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究事務職員 1名が研究活動を支えた。 

附属杏雲堂病院では、2021 年度活動開始時点で、研究統括責任者の副院長をはじめ

とする常勤医師 25 名を中心とした合計 35 名の医療従事者が臨床研究を遂行した。ま

た、湘南健診センターでは、センター長を研究統括責任者として 5名の医療従事者が臨

床研究を遂行した。 

 

（４）公益目的事業 

上記、研究指針ならびに研究体制の下で行う公益目的事業は以下の 4事業である。 

１．がんその他の疾患に関する研究事業  

２．患者の生活の質の維持・向上に資する治療法の研究事業  

３．がんその他の疾患に関する予防医学的研究事業  

４．臨床研究者の育成を図る事業  

 

（５）附属佐々木研究所の取り組み 

公益目的事業のうち「がんその他の疾患に関する研究事業」、「臨床研究者の育成を図

る事業」を附属研究所が行う。当法人理念「患者に役立つ研究とその支援を行い、医

学・医療の進歩に寄与する」に基づき基礎研究を遂行する。 

がん研究に関しては、「がんとの共存を目指す」視点での研究を行う。人が生きている

以上がんの発生は避けることが難しい。がんは様々な変異が蓄積した細胞クローンの集

合である。この多様性が原因で、治療後、残存あるいは転移したがん細胞の再増殖が大き

な問題となる。がん再発までの期間をできるだけ長くすることで、休止期のがんと共存

し、がんでは死なない社会の実現を目指す。 

2022年度は、腫瘍細胞研究部（インターラクトーム研究）、ペプチドミクス研究部（プ

ロテオミクス研究）、腫瘍ゲノム研究部（ゲノム研究）の 3 研究部体制でこの研究課題

に取り組んだ。 

研究の方向性、妥当性、進捗状況等への助言を求めて、外部委員 3名で構成される研

究評価委員会を設置し、12 月に開催した。また、内部委員で構成される研究者評価委

員会を設置した。研究評価委員会の評価結果を基盤に PIの評価、PIによる評価と自己

評価を基盤に研究員および研究助手の評価を行った。 

当財団の施設として、研究所地下 1階の動物実験施設の整備が完了して長年使用して

いなかったので減損処理を行った。設備自体は機能し得るが稼働について、民間企業に

一括借上をしてもらいながら共同研究的な作業を行うといった視点で検討を続けてい

る。次年度以降の予定である。都心に位置する研究所として、バイオセイフティーの観

点から厳重に管理された実験区域の確保と近隣あるいは都内のバイオベンチャーなど

も含めた研究者ニーズを念頭に置いて模索を続ける。 

研究活動は、国の指針である「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指
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針」に則した倫理規程、研究活動の不正行為に対する取り組みに関する規程、他の研究

機関との共同研究に関する規程等、当法人の定める規程に準拠して行った。これらの規

定について研究所内で周知徹底するための教育的時間を設けている。 

研究の遂行は、年度予算の事業活動費を基盤とした。更なる研究活動発展のため、科

学研究費助成事業等の競争的資金の獲得を行った。また、「佐々木隆興・吉田富三がん

研究基金」（略称：がん研究基金）への寄附を広く募った。 

 

（６）附属杏雲堂病院の取り組み 

公益目的事業の研究事業 4 項目の全てについて、臨床の場で提起される課題に対し

て、臨床情報に基づき答えを出す“臨床研究”を行った。2022 年度は、内科・リウマチ

科、呼吸器内科、消化器・肝臓内科、腫瘍内科、消化器外科、婦人科、乳腺外科、整形

外科、病理診断科、遺伝子診療科の各部長、科長を中心とした常勤医師をはじめ医療従

事者が研究を遂行した。 

 

（７）附属湘南健診センターの取り組み 

公益目的事業の研究事業 4 項目のうち「（３）がんその他の疾患に関する予防医学的

研究事業」を、主に健常者を対象として健診情報に基づき答えを出す臨床研究を行った。 

 

２．研究計画達成状況 

（１）がんその他の疾患に関する研究事業 

本研究所の所長であった吉田富三先生の提唱した「がんでは死なない社会の実現」を

目指して研究を進めた。疾患の成り立ちの理解、臨床に資する知見を得る目的で、胃が

ん、膵臓がん、子宮がん、大腸がん、乳がんなどを対象とする以下のような課題に取り

組んだ。 

１) 浸潤突起形成の分子機構と血行性転移における機能解析 

がん死の約 9割は転移に基づくものであるが、その転移を標的とした有効ながん治療

法は今のところ存在しない。そこで、がん細胞が浸潤し転移する際に働く浸潤突起の

形成機構と役割に着目して研究を行った。試験管内での阻害剤ライブラリーのスクリ

ーニングにより、浸潤突起形成を抑制する阻害剤を試験管内での既知阻害剤ライブラ

リーのスクリーニングにより、浸潤突起形成を抑制する阻害剤を複数得た。その標的分

子の解析から新規の浸潤突起制御分子を見出すに至った。 

２) スキルス胃がん腹膜播種性転移の分子機構の解明 

びまん性スキルス胃がん（diffuse scirrhous gastric cancer、DSGC）は、腹膜播種

による腹腔内組織への転移を高頻度に起こす本邦に多い難治がんである。その腹膜播

種の機序の解明を目的として研究を行った。腹膜播種を起こした症例では治療が極め

て困難であるため、その分子機序の解明を目的として研究を行った。これまでに、が
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ん関連線維芽細胞とスキルス胃がん細胞の直接的な相互作用が腹膜播種に重要である

ことを示した。そこで、この異種細胞間相互作用を阻害する化合物を探索することを

目的として、既承認薬ライブラリーおよび化合物ライブラリーのハイスループットス

クリーニングを行った。その結果、複数の阻害候補分子を取得することに成功した。一

方、マルチカラー蛍光イメージング解析法を駆使した実験では、腹膜播種腫瘍がマルチ

クローナルに形成されること、スキルス胃がん細胞は腹腔内でクラスターを形成し腹

膜に転移すること、このクラスター形成には組織因子とフィブリン形成が重要である

ことを発見した。 

スキルス胃がんの腹膜播種の機構に関わる分子はおそらく多数あり、研究グループ

ごとに別々の分子を追っている可能性がある。本邦の関連したグループと可能な範囲

で情報交換をしながら統一的理解や治療戦略を図っている。宮崎研究員が中心となっ

て、この腹膜播種の系でマルチカラー蛍光イメージング解析法を駆使した実験を行い、

腹膜播種を起こす DSGC腫瘍塊がマルチクローナルに形成されること、DSGC細胞は

クラスターを形成しながら腹腔内に転移すること、特に、このクラスター形成に凝固線

溶系分子の関与することを発見し、反響をよんでいる。組織因子とフィブリン形成の重

要性は臨床的にも納得のいくもので、治療戦略にも影響を与え得ると思われる。 

３) 膜タンパク質の切断に着目した膵がんの治療用抗体の作製 

膵がんの 9割以上を占める“浸潤性膵がん”は手術不能例が多く、また手術後の再発も

多いことから化学療法が行われる。しかし抗がん剤による延命効果は良好ではない。こ

のような背景から新たな治療法が望まれているところである。本研究プロジェクトで

は、膵がんの治療に応用可能な新規作用機序に基づく抗体医薬の作製を目指した。がん

の治療用抗体の標的となる抗原探索法として新しいアプローチが望まれており、その

一環として本研究では、膜タンパク質が細胞外で切断された箇所を特定する手法を考

案している。この手法で特定された、私たちのユニークなペプチドミクスの手法によ

り、膵がん細胞における膜上のタンパク質が細胞外の特定の部位で切断されている例

があることを発見している。数年にわたり、このようなタンパク質分子のうち、target

をどのようなものにするかを検討した結果、あるプロテオグリカンの切断産物につい

て、膵がん手術組織を検討したところ、７割の症例では非がん部に比較してがん部で選

択的に発現することを見出した。残りの症例では、がん部・非がん部ともに発現を認め

なかった。親タンパク質は認識せず、この切断産物を認識する抗体を作製に着手した。

また、他の固形がんへの応用を念頭に、胃がん、大腸がん手術症例での同切断産物の解

析を本院サンプルセンターの試料を用いて実施する予定である。 

この切断に関わる酵素は膵がん細胞で発現が多いことから、基質への酵素のアクセス

を遮断する治療抗体の探索も進めている。また他の膜タンパク質についても、治療に応

用可能な抗体作製の標的となる分子の特定を進めている。いずれにしてもそれだけに

検体、抗体作成など労力も費用もかかるリスクの高い計画である。 
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４) 糖鎖を標的とする難治性疾患治療法の開発 

腫瘍細胞の細胞表面では糖鎖構造が正常細胞と顕著に異なる。膵がん細胞の細胞増

殖や細胞運動に関わるグリコサミノグリカン（GAG）の二糖組成分析を名城大学との

共同研究で行い、膵がん細胞の表面に存在する GAGの硫酸化構造を特定した。特定し

た GAGユニットの切断酵素または脱硫酸化酵素を培養膵癌細胞株に添加すると、5株

中 5 株で細胞増殖が抑制されることを明らかにした。また、この脱硫酸化酵素はマン

ノース受容体の細胞内動態に影響を及ぼし、細胞内に取り込まれることが示唆された。

今後は、がん細胞上の GAGへの脱硫酸化酵素の効率的な送達を可能にするために、膵

がんの表面に存在する膜タンパク質を標的とする抗体と脱硫酸化酵素を融合させた分

子を作製し抗増殖活性を評価する予定である。 

５) 正常組織におけるがん関連遺伝子に体細胞変異を有する細胞クローンの分子表現 

型特性に関する研究 

発がんに至る初期のゲノム変化を理解することは重要である。本研究では、ヒトにお

ける前がん病変や正常組織を用いたゲノム解析を通して、卵巣がんの発症母地である子

宮内膜症組織および経年的な正常子宮内膜組織におけるゲノム解析に取り組んだ。 

組織形態的には病変の認められない“正常な”子宮内膜を採取し、腺管ユニットを単離

してゲノム解析を行った。体細胞変異の負荷は ageing、特に累積月経周期回数ときわ

めて強く関連することが判明した。KRAS、PIK3CA、PPP2R1A、FBXW7、PIK3R1

などのいわゆる“がん関連遺伝子”に体細胞変異が高頻度に認められた。これら遺伝子に

非同義置換を有する細胞クローンは、子宮内膜において選択的に有利となり、子宮内膜

の広範な領域を占有する形式で進展していること、子宮内膜基底層付近に存在する網目

状構造を共有する腺管が体細胞変異を共有していること、などが明らかになった。この

ことは、子宮内膜基底層付近の網状構造を起点として体細胞変異を獲得した細胞クロー

ンが広がっていくことを示唆しており、子宮内膜という空間的広がりを持った組織にお

いて、がん関連遺伝子変異が蓄積し、クローン性に増殖するメカニズムの一端を理解す

る上で重要な知見であると考えられた。 

今後はマイクロサテライト不安定性や染色体不安定性が引き起こされるタイミング

に着目し、正常子宮内膜から前がん病変を経て子宮体がんの発症に至るゲノム変化をよ

り詳細に理解したい。 

正常組織における変異クローン増殖には、クローンの持つ遺伝要因と周辺細胞によっ

て形作られる環境要因の相互作用が重要になると考えられるが、変異クローンの空間的

増殖を誘導する要因は未解明である。今後、空間的位置情報を保持したゲノム解析と三

次元イメージング解析を統合し、空間的増殖を誘導する遺伝・環境要因相互作用の同定

を試みる。がんの起源となる変異クローンによる空間的リモデリングを誘導する要因を

明らかにし、発がん機序の解明や予防・早期発見、治療法開発につなげたい。 

研究チームの規模が小さいと評価委員からも指摘されており、より充実させる必要が
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ある。 

 

【研究成果発表】 

（当財団研究実施施設所属の研究者を下線で示した。） 

学術誌発表論文 

（欧文） 

1. Kawabata-Kamo Y, Igarashi H, Sugimura H: Modification of Grocott's staining 

procedure with heat treatment and oxidation by periodic acid for mucormycosis 

in tissue: a method to detect Mucor spp. Biotechniques74(3):143-147, 2023. 

2. Natsume H, Szczepaniak K, Yamada H, Iwashita Y,  Gędek M, Šuto J, Ishino K, 

Kasajima R, Matsuda T, Manirakiza F,  Nzitakera A , Wu Y, Xiao N, He Q, Guo 

W  Cai Z, Ohta T, Szekely T, Kadar Z, Sekiyama A, Oshima T, Yoshikawa T, 

Tsuburaya  A, Kurono N, Wang Y, Miyagi Y, Gurzu S, Sugimura H: Non-CpG 

sites preference in G:C > A:T transition of TP53 in gastric cancer of Eastern 

Europe (Poland, Romania and Hungary) compared to East Asian countries 

(China and Japan). Gees Environ 45(1):1, 2023 

3. Miyazaki M, Nakabo A, Nagano Y, Nagamura Y, Yanagihara K, Ohki R, 

Nakamura Y, Fukami K, Kawamoto J, Umayahara K, Sakamoto M, Iwaya K, and 

Yamaguchi H: Tissue factor-induced fibrinogenesis mediates cancer cell 

clustering and multiclonal peritoneal metastasis. Cancer Letters 553: 215983, 

2023. 

4. Yamaguchi H, Nagamura Y, and Miyazaki M: Receptor tyrosine kinases 

amplified in diffuse-type gastric carcinoma: potential targeted therapies and 

novel downstream effectors. Cancers 14: 3750, 2022. 

5. Paudel D, Kuramitsu Y, Uehara O, Morikawa T, Yoshida K, Giri S, Islam S, 

Kitagawa T, Kondo T, Sasaki K, Matsuoka H, Miura H, Abiko Y: Proteomic and 

microbiota analyses of the oral cavity during psychological stress. PLoS ONE 17: 

e0268155, 2022. 

6. Tamura R, Nakaoka H, Yachida N, Ueda H, Ishiguro T, Motoyama T, Inoue I, 

Enomoto T and Yoshihara K: Spatial genomic diversity associated with APOBEC 

mutagenesis in squamous cell carcinoma arising from ovarian teratoma. Cancer 

Sci. (published online) 2023. doi: 10.1111/cas.15754. 

7. Toyoda Y, Nakatochi M, Nakayama A, Kawamura Y, Nakaoka H, Kenji W, 

Matsuo K, Matsuo H: SNP-based heritability estimates of gout and its subtypes 

determined by genome-wide association studies of clinically defined gout. 

Rheumatology (published online) 2022. doi: 10.1093/rheumatology/keac597.  
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8. Revathidevi S, Hosomichi K, Natsume T, Nakaoka H, Fujito NT, Akatsuka H, 

Sato T, Munirajan KA, Inoue I: AMBRA1 p.Gln30Arg mutation, identified in a 

Cowden syndrome family, exhibits hyperproliferative potential in hTERT-RPE1 

cells. Int J Mol Sci. 23(19): 11124, 2022. 

9. Banerjee P, Kubo F, Nakaoka H, Ajima R, Sato T, Hirata T, Iwasato T: 

Spontaneous activity in whisker-innervating region of neonatal mouse 

trigeminal ganglion. Sci Rep. 12(1): 16311, 2022. 

10. Yoshioka A, Nakaoka H, Fukumoto T, Inoue I, Nishigori C, Kunisada M: The 

landscape of genetic alterations of UVB-induced skin tumors in DNA repair-

deficient mice. Exp Dermatol. 31(10): 1607-1617, 2022. 

11. Rose MM, Dhamodharan S, Revathidevi S, Chakkarappan SR, Mani JG, 

Shanmugam S, Nakaoka H, Inoue I, Murugan AK, Munirajan AK: High 

incidence of PI3K pathway gene mutations in South Indian cervical cancers. 

Cancer Genet. 264: 100-108, 2022.  

12. Iwaya K, Arai H, Takatou N, Morita Y, Ozeki R, Nakaoka H, Sakamoto M, Kouno 

T, Soma M: A sheet pocket to prevent cross-contamination of formalin-fixed 

paraffin-embedded block for application in next generation sequencing. PLOS 

ONE 17(5): e0266947, 2022. 

 

  (和文) 

1. 西郷健一、中岡博史、早野崇秀、Phuong Thanh NGUYEN、青山博道、圷尚武、

北村博司、丸山通広、井ノ上逸朗：ドナー由来 Cell free DNA を用いた移植腎臓

器障害および免疫抑制モニタリング．Organ Biology．30巻 1号 Page 7-14，2023. 

 

学会発表 

（国内学会） 

1. 宮崎允、柳原五吉、深見希代子、大木理恵子、山口英樹：がん細胞による血液凝固

系活性化はクラスター形成および多細胞性転移に関与する. 第 45 回日本分子生物

学会年会（2022年 千葉） 

2. 山口英樹、永村ゆう子、宮崎允：受容体型チロシンキナーゼの遺伝子増幅を持つス

キルス胃がんにおける SHP2 の機能解析. 第 95 回日本生化学会大会（2022 年 名

古屋） 

3. 宮崎允、柳原五吉、大木理恵子、山口英樹：腹腔内における凝固系活性化によるが

ん細胞クラスター形成を介した腹膜播種機構の解析. 第 81 回日本癌学会学術総会

（2022年 横浜） 

4. 山口英樹、宮崎允、大木理恵子、柳原五吉、堺隆一：SHP2は受容体型チロシンキ
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ナーゼ依存的なスキルス胃がんの治療標的候補分子である. 第 81 回日本癌学会学

術総会（2022年 横浜） 

5. 宮崎允、永野佳子、柳原五吉、深見希代子、山口英樹：スキルス胃癌における凝固

系活性化によるクラスター形成を介した腹膜播種機構の解析. 第 31 回日本がん転

移学会学術集会・総会（2022年 京都） 

6. 山口英樹、宮本真吾、永野佳子、宮崎允、永村ゆう子、佐々木一樹、川村猛、柳原

五吉、今井俊夫、大木理恵子、八代正和、田中正人、堺隆一：インテグリン α5 は

スキルス胃癌細胞の間質線維芽細胞への接着と腹膜播種に必要である. 第 31 回日

本がん転移学会学術集会・総会（2022年 京都） 

7. 中村真男、飯森愛実、舘野浩章、佐藤淳：糖鎖マイクロアレイを用いたラク

トフェリン-糖鎖相互作用の解析と抗がん・神経再生への展開. 第 10回日本

ラクトフェリン学会学術集会（2022年 東京） 

8. 中村真男、水本秀二、山田修平、千脇史子、佐々木博己、佐々木一樹：酵素

的糖鎖改変によるヒト膵癌細胞の増殖抑制効果. 第 41回日本糖質学会年会

（2022年 大阪） 

9. 中村真男：脊髄損傷の神経再生阻害因子 CS-E を中和するラクトフェリン：糖

鎖結合特性と神経保護作用の解析. ラクトフェリンフォーラム 2022（2022 年 

東京） 

10. 野口 玲、小迫英尊、佐々木一樹、近藤 格: Innovative software to construct 

sample-specific database for proteogenomics: OncoProGx. 第 18回日本臨床

プロテオゲノミクス学会 (2022年 東京) 

11. 佐々木一樹：ペプチドミクスによる生理活性ペプチドの発見. 日本プロテオー

ム学会第 20回大会（2022年 神奈川） 

12. 中岡博史：Somatic mutations in normal endometrium and carcinogenic risk．第

81回 日本癌学会学術総会．日本がん疫学・分子疫学研究会との合同シンポジウム．

疫学者が抱えるジレンマ ― エビデンスに関わる様々なギャップを考える．（2022

年 横浜） 

 

（２）患者の生活の質の維持・向上に資する治療法の研究事業 

杏雲堂病院は、関節リウマチ、消化器がん、婦人科がん、アミロイドーシス、整形外

科疾患、遺伝性がん等に関して、患者の QOLに資する診断法、治療法の研究開発を行

った。 

１）関節リウマチにおける心臓MRIによる心臓病変の解析研究 

関節リウマチ(RA)における心血管病変は無症候性に進行し症状発現後の予後はきわ

めて不良であることから、早期診断・治療が重要である。我々は非侵襲的な MRI を用

いて RAの心筋障害の頻度やその重症度、疾患活動性や血清学的因子との関連性、治療
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に伴う変化などについて検討した。cine MRIを用いた Feature tracking法を用いるこ

とで、より早期の心筋障害を検出することができた。無症候性の RA患者群で心筋スト

レインの低下を認め、そのパターンが動脈硬化性の心筋病変と異なることを報告した。

また RAの活動性が心筋障害の程度と相関し、さらに生物学的製剤による強力な活動性

の抑制がその改善に寄与している可能性が示された。人工ニューラルネットワークを用

いて RAの心筋障害の予測モデルを作成することで、一般的な臨床評価項目や血清学的

検査に比し潜在的な心筋障害患者を特定することができた。心筋障害の予測ツールを作

成することで、MRI などの検査を行わずとも心筋障害患者の高危険群を層別化できる

可能性が示され、専門施設でなくとも RAの心筋障害の高 risk群を予測し、早期発見・

早期治療ひいては生命予後の改善につながる可能性を示唆した。 

２）治療抵抗性胚細胞腫瘍に対する治療法についての研究 

進行性胚細胞腫瘍における初回導入化学療法は、予後良好（low risk）群では BEP療

法 3 コースあるいは EP 療法 4 コース、予後中間群/予後不良群（higher risk 群）では

BEP療法 4コースあるいは VIP療法 4コース、という標準的治療が既に確立している。

一方、これらで寛解が得られず、不応あるいは再発となった場合の救援化学療法には標

準的治療が確立していない。そこで私たちはその選択肢である標準量化学療法（TIP療

法、VeIP 療法等）と大量化学療法とについて検討した。本研究では日本人における再

発胚細胞腫瘍に対する大量化学療法（インデアナ大学式HD-CE療法、以下、Indiana-

HD-CE療法）の位置づけを決定し、効果および有害事象を評価することを目的とした。

また、Indiana-HD-CE 療法の適応が困難な症例あるいは大量化学療法後の再発症例に

対しては、GOP療法（ゲムシタビン・オキサリプラチン・パクリタキセル）療法、EMA/CO

療法（エトポシド・メソトレキセート・アクチノマイシン/シクロフォスファミド・ビン

クリスチン）、VDC療法（ビンクリスチン・ドキソルビシン・シクロフォスファミド）、

EMA/X療法（エトポシド・メソトレキセート・アクチノマイシン/カペシタビン）の効

果および有害事象を評価することを目的とした。 

Indiana-HD-CE 療法についての研究は、亀田総合病院腫瘍内科との共同研究とし

て行いつつあり、これまでに 19 名の進行性胚細胞腫瘍患者を解析のために組み入れ

ている。予後調査を行い、論文発表を行うものである。 

３）進行および転移性大腸がんに対する集学的治療の意義に関する研究 

進行および転移性大腸がんに対しは、この進行および転移性大腸がんにおける集学的

治療の意義を検討するため、手術方法（開腹 v.s 腹腔鏡補助下切除）、化学療法におけ

る分子標的治療薬使用の有無（UFT/LV, TS-1, FOLFOX vs FOLFOX + ベバシズマブ、

セツキシマブ、パニツムマブ)および補助化学療法の投与タイミング（術前、術後）に分

けて比較検討をする計画を立て、進行中である。 

４）術前免疫機能と外科領域術後感染症の関連性に関する研究 

術前において細胞性免疫機能を把握することができる簡便な指標を明確にすること
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は重要である。本研究では、術後感染症リスクを術前予測因子から臨床背景と合わせて

検討した。細胞性免疫（Th1）に属する転写因子 T-bet とケモカイン IP-10、液性免疫

（Th2）に属する転写因子 GATA3 と血清因子である sCD30 を測定した結果、sCD30

の術前値のみが候補として挙げられた。術前の sCD30 測定値に手術時間、術中出血量

等の交絡因子とともに多変量解析を行うと、有意差は減弱した。このことから sCD30

の術前値は独立した易感染性指標としてはまだ不十分と考えられた。術後感染および術

後再発の両方向における低減化を目指した術前細胞性免疫能の簡易客観的な因子の発

見および細胞性免疫抑制状態を改善する治療の確立を検討する予定である。 

５）婦人科悪性腫瘍センチネルリンパ節同定と術後リンパ浮腫軽減に関する検討 

妊孕性温存可能な腹式広汎子宮頸部摘出術（トラケレクトミー）における蛍光造影法

PDEを用いたセンチネルリンパ節（SLN)生検の有用性の検討を行った。本研究は子宮

頸がんにおける妊孕性温存手術である腹式広汎子宮頸部摘出術(ART)において,インド

シアニングリーン(ICG)を用いた SLN 生検が骨盤リンパ節転移の状態を術中にどれだ

け正確に反映し得るか、また妊娠率と予後に関する臨床的検討である。2009 年から

2021年に当院で行った子宮頸がん IA2-IB2期（FIGO2009）の患者において ARTを行

う前に ICGを子宮頸部に局注し、術中に Photodynamic eye(PDE)を腹部にあて、光っ

ているリンパ節を SLNとして同定し摘出をした。術中迅速診断にて転移の状況を調べ、

SLN 転移陽性であれば広汎子宮全摘術(RH)と系統的骨盤リンパ節郭清に移行し、全て

陰性であれば ARTと系統的骨盤リンパ節郭清を行った。SLNの同定率、感度、偽陰性

率を調べた。妊孕性温存希望の 30 人の患者のうち、4 人(4/30=13.3%)が術中迅速診断

にて SLN 転移陽性となり、RH に移行した。残りの 26 人(26/30=86.7%)は術中迅速診

断にて SLN 転移陰性であったため ART を行った。30 人全例において両側の SLN 同

定が可能であった。SLN 転移陰性であった 26 人のうち、2 人に術後の病理検査にて

2mm以下の微小転移が閉鎖リンパ節に見つかった（陰性反応的中率は 92.3%）。RHに

移行した 4 例に関しては術後の病理診断でも術中迅速診断で陽性となった同部位に転

移を認めた。(感度 100%)。術後 3 年での全生存率は 94.1%、無増悪生存率は 90.4%で

あった。9 人が術後妊活を行い、4 人が妊娠しうち 3 人が出産した。以上の結果より、

ICGを用いた SLNマッピングはトラケレクトミーにおいて転移、予後の同定率、感度

が高く、偽陰性率が低いことが判明した。妊孕性温存を希望する患者に対し、SLN マ

ッピングを用いた ART は施行可能であり、骨盤リンパ節転移の状態を正確に反映して

いると考えられる。この成果は、子宮頸がんのセンチネルリンパ節（SLN)生検を用い

た navigation surgery への移行を支持するものである。本研究の一部は国際ジャーナ

ルにて報告した。 

以上 1) -5) については、継続的に続けている臨床的価値の高い研究である。 

６）子宮頸癌ならびに前癌病変に対する第 2世代 PDT開発のための基礎的臨床的検討 

まず、治験前臨床研究として、レザフィリンと半導体レーザーを用いた PDT（L-PDT）



14 

 

の安全性と有効性を検討した。当院における第Ⅰ/Ⅱ相臨床試験の結果、主な副作用は、

レーザー照射に伴うグレード 1、2 の下腹部痛、およびレーザー照射後のグレード 1、2

の発熱であった。光過敏症は 32/43症例（7％）のみにみられ、これらはグレード 1であ

った。 L-PDT施行 3か月後、CIN2、3の病変消失は 41/43症例（95％）、6か月後の病

変消失は 42/43症例（98％）であり、治療効果が期待された。これらのデータは、L-PDT

が子宮温存療法として CIN、とくに HSIL に対する次世代 PDT に成り得ることを示唆

している。 

現在行っている多施設共同医師主導治験（臨床後期Ⅱ相試験）により、レザフィリン

PDT の安全性と有効性に関する成果が得られた後、CIN２、３に対するレザフィリンの

適応拡大を目指している。レザフィリンと半導体レーザーを用いた PDT（L-PDT）の安

全性と有効性を検討した。子宮頸部病変のうち軽度異形成、中等度異形成、そして高度

異形成の生検材料あるいは電気メス材料を対象に、様々なタンパク質と反応し抗酸化ス

トレス機能を持つDJ-1タンパク質の発現をヒトパピローマウイルスのサロゲートマー

カーである p16の発現とともに免疫染色で解析する。DJ-1の局在や発現強度を臨床病

理学的に検討し、レザフィリンの取り込みと DJ-1タンパク質との関連について比較検

討しているところである。 

DJ-1は軽度異形成、中等度異形成、そして高度異形成の病変内に発現し、形態異常を

示す上皮細胞の核内に局在し、p16の発現と一致する。レザフィリンの取り込みを蛍光顕

微鏡で観察した症例で、核内への取り込みが確認された。全ての症例においてレーザー

照射後、異形成を示す細胞は消失し、レザフィリンが選択的に取り込まれることにより、

レーザー感受性が増して、速やかにアポトーシスへと誘導されたことが推察された。先

行する類似研究で、異形成病変を構成する細胞は、DJ-1 発現が亢進し、腫瘍の進展に

関与することが示唆されている。DJ-1 発現亢進とレザフィリンの選択的な核内取り込

み、アポトーシスへの誘導の関連が示唆された。 

７）婦人科がん、特に子宮がんのバイオマーカーの探索に関する研究 

内診に対する患者さんにおける抵抗感で婦人科検診受診率は決して良くないことか

ら、血液試料を用いた子宮がんの診断は、その早期発見、予後の向上につながると考え

られる。子宮頸がん、子宮体がんあるいは子宮筋腫等良性腫瘍と診断され、当院にて治

療予定の患者血清サンプルから複数種類のmiRNAを解析し、子宮がん患者に特徴的な

miRNAのタイプを同定することを目的とした。良性疾患（子宮筋腫）症例 6例（A群）、

子宮頸部前がん病変 6例（B群）、子宮頸がん 21例（C群）、子宮体がん 33例（D群）

の合計 66症例の術前血清から RNAを抽出し、DNAチップ 3D-Geneを用いて、2632

種類の miRNA に対する発現解析を行った。良性疾患群（A 群）、子宮頸部前がん病変

群（B群）、子宮頸がん群（C群）の 3群間で比較解析した結果、A群と比較し B群で発

現が増加していたmiRNA は 25 種あり、発現が減少していたmiRNA は 13 種類認めら

れ、子宮頸がんのがん化と関連している miRNA である可能性がある。B 群と比較し C
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群で発現が増加していたmiRNAは 10種あり、発現が減少していたmiRNAは 9種類認

められ、子宮頸がんの浸潤、進展と関連しているmiRNAである可能性がある。また、A

群と比較しC群で発現が増加していたmiRNAは18種あり、発現が減少していたmiRNA

は 6種類認められ、子宮頸がんのがん化・進展と関連しているmiRNAである可能性が

あった。次に、良性疾患群（A 群）、子宮体がん（D 群）の 2 群間で比較解析を行った

ところ、A 群と比較し D 群で発現が増加していた miRNA は 7 種あり、発現が減少し

ていたmiRNAは 11種類認められ、子宮体がんのがん化・進展と関連しているmiRNA

である可能性があった。2022 年度は、既存の遺伝子情報と合わせて、治療前と治療後

のmiRNA発現プロファイルの比較により有意に増減したmiRNAのうち、診断に有用

なmiRNA候補の絞り込みを行っている。 

８) 乳房検診超音波により検出し得た早期乳癌における画像上の経時的変化について    

の検討 

乳腺外科診療における診断精度の向上を目的として、乳房検診超音波により検出し得

た早期乳癌における画像上の経時的変化や病理学的特徴について検討した。2019 年 1

月から 2022 年 12 月までに当院で乳癌と診断された症例のうち、US において半年～1

年ごとにフォローされていた症例の腫瘤サイズ、D/W比、形状、境界、辺縁や内部エコ

ーの性状、Elasticity score の経時的変化をレトロスペクティブに検討し、病理組織学

的特徴との比較を行っている。また自覚症状の有無、HBOC を考慮した家族歴や乳癌

既往歴なども取り込んだデータを解析中である。2022 年以降も同様に検討し母数を増

やしデータベース化する計画である。本課題も長年にわたり継続して、地道な積み上げ

を行なっている。 

９) 本邦における外反母趾の頻度に関する全国規模の横断研究 

「本邦における外反母趾の頻度に関する全国規模の横断研究」を、多機関共同研究と

して行った。外反母趾変形は最も多い足部疾患であるが、本邦における頻度は明らかに

なっていない。また外反母趾の発生増悪に関連する因子や痛み、QOL に与える影響も

不明である。本研究ではこれらを明らかにするため、全国規模の調査により一般住民を

対象とした質問紙調査を行っている。目的は本邦における 1）外反母趾の年齢別頻度 2）

外反母趾と研究対象者背景との関連 3）外反母趾と痛み、足部関連 QOL との関連を明

らかにすることである。外反母趾を評価するために、足の写真をデジタルカメラで撮影

する。また、質問票による 10分程度のアンケートを行う（性、年齢の他、ハイヒール着

用歴、足の痛み、生活の質などに関する質問）。これらのデータをもとに解析を行い、外

反母趾の年齢別頻度、外反母趾と研究対象者背景との関連、外反母趾と痛み・足部関連

QOLとの関連を調査した結果、2022年度までに当施設からは 57名の症例データが得ら

れたのでデータセンターにて集計解析中である。 

10) インスリン由来アミロイドーシスの病態と発症メカニズムおよび構造と毒性の研究 

病理診断科と検査科が協力し、YOKOGUSHI企画と呼ばれる国際的な研究体制に参
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加している。2020 年度以来はインスリン由来アミロイドーシスの病態と発症メカニズ

ムおよび構造と毒性の研究成果を 3 つの英語論文としてまとめ、国際ジャーナルに発

信、プレスリリースも行ってきた。 

インスリン由来アミロイドーシスのインスリン治療による診療への影響を知るため

には、インスリン治療患者におけるインスリン由来アミロイドーシスの頻度を知ること

が必要である。腫瘤を形成しないインスリンアミロイドーシスのスクリーニングには、

インスリン注射部位の MRI 撮影を要する。疑い令は可能であれば切開生検を行い、困

難な場合には針生検を行った。生検検体は病理学的診断によりアミロイドを証明し、免

疫組織化学的方法によりインスリン由来を証明する方法とした。この研究は、2015 年

度から開始し、現在までに約 50 人のインスリン治療患者の生検、およびアミロイドの

検出を行った。すでに 2021 年度までに、インスリン治療患者 200 人以上に MRI の撮

影を終了している。 

インスリン製剤はある条件下でアミロイド凝集を形成するが、アミロイド凝集はアル

ツハイマー病など、様々な病気の原因になる。これまでに糖尿病治療患者のインスリン

製剤注射部位にインスリンのアミロイド凝集が含まれる皮下腫瘍(インスリンボール)

が形成される場合があることを見出した。興味深いことに、毒性インスリンボールを持

った患者はミノサイクリン抗生物質の投与歴があり、インスリンボールの毒性発現とミ

ノサイクリンとの関係の可能性を見出した。ミノサイクリンと in vitroで反応させたヒ

トインスリンおよびインスリン製剤のアミロイド凝集について構造・細胞毒性の評価を

行ったところ、ミノサイクリンによってインスリンアミロイド凝集は分解された。この

過程により一時的に高毒性分解物が生じることが示唆された。これらの生物学的、臨床

的意義について考察をまとめているところである。 

11) 家族性・若年性のがんおよび遺伝性腫瘍に関する診断と研究 

2021年度 4月に開設された杏雲堂病院遺伝子診療科は２年目を迎えた。病院

２階レディースセンターで毎週月、金の午後および第１、第３土曜日の午前に外

来診療、附属佐々木研究所地下二階の P2実験室を利用して遺伝子検査を実施し

ている。2022 年度の遺伝子診療科受診者数は初診 87 名、再診 93 名であり、

2021年度に比して初診 164%, 再診 207%の増加となった。保険診療で実施され

る BRACAnalysis 診断システムは 44 例に実施された。多機関共同研究「家族

性・若年性のがんおよび遺伝性腫瘍に関する診断と研究」登録は 46 例(発端者

39例、血縁者７例)であり、発端者 39例中、9例がリンチ症候群、30例は遺伝

性乳がん卵巣がん症候群（HBOC）等が疑われる症例であった。またリンチ症候

群については遺伝学的検査実施施設として多機関協同研究に参加し、2022年度

は 81 例（発端者 69 例、血縁者 12 例）のリンチ症候群が登録され、46 例（発

端者 38 例、血縁者 8 例）についてミスマッチ修復（MMR）遺伝子および関連

遺伝子の解析と結果報告を終了している。未報告の 35 症例については 2023 年
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度も引き続き解析を進めている。菅野遺伝子診療科長は理化学研究所、愛知がん

センター、国立がん研究センター他と共に日本人胃がんについて BRCA1/2遺伝

子を含む修復遺伝子の関与を調べた結果、H.Pylori 感染を有する BRCA1/2 遺

伝子の病的バリアント保有者では H.pylori 非感染例に比して胃がん発症リスク

の上昇が認められた。本研究成果は 2023 年 3 月の New England Journal of 

Medicineに報告され、プレスリリースされた。 

 

【研究成果発表】 

（当財団研究実施施設所属の研究者を下線で示した。） 
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学会発表 

（国内学会） 

1. 松岡 和子、中河西 絵、鳴井 千景、馬屋原 健司、坂本 優. 手の負担を軽くでき

る鉗子の開発 強く長く握り続けてバネ指で困っています. 第 35 回日本内視鏡外

科学会総会（一般演題）2022年 12月 8日～10日 

2. 原野尚美、坂本 優、福島蒼太、岩井信之介、小池勇輝、堀川真吾、鈴木佳世、鳴井

千景、松岡和子、小瀬木倫子、岩屋啓一、馬屋原健司、田中忠夫、岡本愛光．腹式

広汎子宮頸部摘出術における“Photodynamic Eye”を用いたセンチネルリンパ節検

出の臨床的検討. 東京慈恵会医科大学 第 139回 成医会総会 2022年 10月 7日 

3. 宮地 康僚 1, 河野 勤 2, 斎藤 駿河 1, 佐々木 政興 2 和泉 宏昌 2, 大山 優 1

再発進行性胚細胞腫瘍に対する自家末梢血幹細胞移植併用大量化学療法：連続的18

名の後方視的解析亀田総合病院 腫瘍内科 1佐々木研究所附属杏雲堂病院 腫瘍内

科 2日本泌尿器腫瘍学会第 8回学術集会 2022年 10月 22日～23日 神戸ファッ

ションマート 

4. 永瀬晃正、岩屋啓一、座古 保、菊池 実、桂 善也：インスリン由来アミロイド

ーシス（インスリンボール）とインスリン療法の皮膚合併症．第 95回日本薬理学会 

（2022年 3月福岡＆Web開催） 

5. リンチ症候群症例における構造バリアントの検出-MLPA, Genechip および全ゲノ

ム解析との比較, 菅野康吉, 白石 友一, 安東 美穂, 吉田 輝彦, 日本遺伝性腫瘍学

会第 28回学術集会, 2022/6/17. 国内, 口頭.  

6. 大沼愛、川本潤、内玲往那、高木諭隆. 早期胃癌術後異時性小腸・副腎転移に対す

る集学的治療が奏効して長期生存した 1 例. 第 1466 回千葉医学会例会 臓器制御

外科学教室談話会 2022年 11月 20日 

7. 内玲往那、高木諭隆、大沼愛、川本潤. 腹腔鏡下大網生検が診断に有用であった腹

膜癌の 1例.第 84回日本臨床外科学会総会（一般演題）2022年 11月 24日～26日 

8. 大沼愛、川本潤、内玲往那、高木諭隆. Stage IA胃癌術後異時性小腸副腎転移に対

して集学的治療を行い、長期無為再発を得た 1 例.第 84 回日本臨床外科学会総会

（一般演題）2022年 11月 24日～26日 

9. 内玲往那、高木諭隆、大沼愛、川本潤. 回腸ストマ脱出に対して腹腔鏡下小腸固定

術を施行した 1例.第 35回日本内視鏡外科学会総会（一般演題）2022年 12月 8日

～10日 

10. 高木諭隆、川本潤、大沼愛、内玲往那. 盲腸憩室炎に合併した上腸間膜静脈血栓症

に対して保存的加療後に腹腔鏡補助下右半結腸切除術を行った 1例.第 35回日本外

科感染症学会総会（一般演題）2022年 11月 8日・9日  

11. 大沼愛、川本潤、内玲往那、高木諭隆. 特発性大網脂肪織炎に対し、腹腔鏡下大網

部分切除を施行した 1例. 第 35回日本内視鏡外科学会総会（一般演題）2022年 12
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月 8日～10日 

12. 内玲往那、高木諭隆、大沼愛、川本潤. 食道裂孔ヘルニアに合併した胃潰瘍穿孔に

対して保存的に救命し得た 1例. 第 59回日本腹部救急医学会総会（一般演題）2023

年 3月 9～10日 

13. 村橋 靖崇、堀江雅史、他. 本邦における外反母趾の疫学調査-第一報（外反

母趾と痛み、足部関連 QOL との関連）日本足の外科学会（2022 年 11 月 3

日） 

14. 松岡 正剛、堀江雅史、他. 本邦における外反母趾の疫学調査-第一報 (頻度

と参加者背景因子の関連) 日本足の外科学会（2022年 11月 3日） 

 

（３）がんその他の疾患に関する予防医学的研究事業 

１）健診および人間ドックにおける非アルコール性脂肪性肝疾患（NAFLD）の変遷 

―湘南西部地域での検討―（ER2019-01） 

＜目的＞特定健診（生活習慣病健診）が開始された2008年度から2019年度までの非ア

ルコール性脂肪性肝疾患（NAFLD）と高血圧症、2型糖尿病（T2DM）、脂質異常症と

の関連性と傾向、 NAFLDと食事栄養との関係について検討した。 

＜方法＞ 2008 年度から 2019 年度までに超音波検査を含む健康診断を受診した者の

うち、NAFLD と診断された 48332 人（男性 25121 人、女性 23211 人）を対象とし

た。食事の栄養素摂取状況は、国民健康・栄養調査のデータを参考とした。 

＜結果＞ 12 年間で、NAFLD は男性で 26.9% から 43.1% に増加し (p < 0.0001)、

女性で 9.9% から 17.9% に増加した (p < 0.0001)。 T2DM は男性で増加し (9.0% 

から 10.7% へ、p=0.0234)、女性では肥満症と腹囲の拡張者が増加した (16.0% から 

18.0% へ、p=0.0059 および 8.1% から 10% へ、p=0.0006)。 . 食事栄養素は、男性

と女性の両方で総脂肪、脂肪/エネルギー比、飽和脂肪酸、一価不飽和脂肪酸、およびn6 

/ n3脂肪酸比で増加し、これらの栄養素の傾向はNAFLDの有病率と相関していた（す

べてp≤0.0005）. 

＜結論＞ 日本では、SHC 開始後も、BMI や年齢に関係なく、男女ともに NAFLD が

増加しており、偏った脂肪摂取がこの増加の主な理由の 1 つになっている可能性があ

る。（論文投稿中） 

２）当センターにおける聴覚障がい者への言語媒体の検討 (ER2020-06) 

＜目的＞ 健診における聴覚障がい者への有効な言語媒体、サポート方法を把握し、改

善策を明確にする。 

＜計画、方法＞ 健診受診後に不便さについてのアンケートを行い、改善策を検討した。 

＜成果＞ 2022年度は、2020、2021年度の結果を受けて新たに開始しタブレット端末

を使用したサービスについての発表を行った。タブレット端末に聴覚障がい者向けの音

声文字変換アプリや筆談機能、文字による案内パンフレットをインストールし、健診受
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診をサポートした。アンケートの結果では評判がよく、満足度が向上していた。第 63

回日本人間ドック学会学術大会の大会企画「健診施設の先進的・効果的な取り組み紹介」

へ登録し、ポスタープレゼンテーションを行った。 

３）当センターにおける Helicobacter Pylori 除菌成績とフォローアップに関する 7

年間の検討 (ER2021-01) 

＜目的＞ 湘南健診センターでHelicobacter Pylori（以下 H.pylori）除菌を行った受診

者を対象に除菌後の追跡を行い、今後の受診勧奨につなげることを本研究の目的とする。

＜方法＞ 業務上得られたデータをもとに後方視的縦断研究を行った。当センターでの

胃検診でH.pylori感染を疑われ、除菌治療を施行した受診者を対象に追跡調査を行い、

除菌成功率、除菌後胃検査受診率、GERD発症率を調べ、解析を行った。 

＜成果＞ 2022 年度は、「当センターにおける Helicobacter Pylori 除菌後胃検診の調査」

として、除菌後問題点の 1 つであるフォローアップに絞り調査を行った。今回の調査では

約 24％の受診者がその後の胃検査を受診していなかった。また、約 31％の受診者で胃 X線

検査を受診していた。除菌後の胃 X 線検査は、除菌前に比して背景胃粘膜の変化があるこ

とは報告されている。それが胃癌リスク低減との関連性があるのかが今後の課題であり、さ

らに受診勧奨の在り方を検討する。 

４）オミクロン株流行期における湘南健診センターの COVID-19感染対策効果の検証― 

SARS-CoV-2ヌクレオカプシド蛋白質抗体及びスパイク蛋白質抗体、中和抗体価による 

血清学的検討―国立感染研・慈恵医大との共同研究（ER2022-06） 

＜目的＞湘南健診センターでは COVID-19 発生当初から感染対策を講じ、センター内で感

染が拡大することなく健診業務を続行してきた。今回、第８波が終息に近づいた現時点での

感染対策の効果について、職員を対象とした抗体検査により血清学的に検討した。 

＜方法＞健診センター職員からボランティアを募り、書面での説明と同意を取得したうえ

で、血清を採取した。SARS-CoV-2ヌクレオカプシド蛋白質抗体及びスパイク蛋白質抗体量

は、健診センターの自動迅速免疫測定装置エスプラインで測定する。中和活性については国

立感染症研究所において開発された疑似ウイルス中和試験法で測定する。 

＜成果＞財団の倫理審査委員会の承認を受け、ボランティア職員の採血を完了した。今

後解析を行い、第 64回日本人間ドック学会学術大会での発表を予定している。 

 

【研究成果発表】 

（当財団研究実施施設所属の研究者を下線で示した。） 

学術誌発表論文 

（欧文） 
1. Miyamoto H, Kawakami D, Matsuura T, Ochi S, et al. Determination of a 

serum25-hydroxyvitamin D reference ranges in Japanese adults using fully 
automated liquid chromatography tandem mass spectrometry. J 
Nutrition.2023;153(4):1253-1264.doi: 10.1016/j.tjnut.2023.01.036. Epub 2023 
Feb 3. 
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著書   

1. 標準臨床検査医学第 5版、医学書院、2023年、高木康 編, 分担・生化学検査（肝

線維化マーカー・色素・ビタミン）松浦知和 

 

学会発表 

（国内） 

1. 小林紗笑、中野理果、鈴木ひとみ、大森由美子、松浦知和：当センターにおけるタ

ブレット端末を使用した聴覚障がい者へのサポート方法の報告．第 63回日本人間

ドック学会学術大会（2022年 9月 1日、千葉＆Web開催） 

2. 中野理果、鈴木ひとみ、大森由美子、小林紗笑、家城和男、松浦知和：当センター

におけるHelicobacter Pylori 除菌後胃検診の調査．第 63回日本人間ドック学会

学術大会（2022年 9月 1日、千葉＆Web開催） 

 

（４）臨床研究者の育成を図る事業 

 臨床研究者の育成に関しては、臨床現場の若手研究者との共同研究による研究活動を

通して、そのリサーチマインドの育成を行った。医療現場に戻り患者に向き合った時に、

新たな視点が加わることが重要と考える。附属研究所では、各種疾患の病因、病態の理

解、診断、治療等に関する分子レベルでの最新情報に関するリサーチセミナー等で臨床

研究者のリサーチマインドの育成を図った。 

 

 

Ⅲ. 附属杏雲堂病院 

 

１. 概況 

杏雲堂病院は公益財団法人佐々木研究所の附属病院であり、急性期・回復期・緩和ケ

アの 3つ機能を持つケアミックス型病院として運営している。財団には附属研究所が併

設されている。病院はこのような組織上の利点も活用して、各診療科では病理部門や婦

人科をはじめ臨床研究にも力を入れた。 

上記のような状況下で附属杏雲堂病院では、運営方針として 1.総合診療と専門医療が

調和した病院、2.ぬくもりと温かさに満ちた医療を提供する病院、3.地域包括ケアシス

テムの中核として地域医療に貢献する病院の 3つを掲げている。さらに 2022年度にお

ける病院の重点目標として 1.ベッド稼働率を向上させる、2.患者満足度を向上させる、

の 2つを掲げ病院運営に取り組んだ。 

前年度から引き続き、日本大学病院・東京医科歯科大学病院・東京大学病院・東京慈

恵会医科大学病院と連携協力し入院調整を行った。新型コロナ専門病棟設置の影響もあ

り、新規感染者のピーク時には東京医科歯科大学病院から数多くの患者紹介を受けた。 
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新型コロナウイルス感染症蔓延による連携医療機関からの紹介入院数減少の影響や、

内科常勤医師 4 名の退職も重なった結果、通年の病棟稼働率は 63.8％となり前年と比

較して 7.5ポイント減となった。ただし、そのような状況下にあっても手術件数は目標

である年間 1,000件を超える 1,132件に達した。外来患者数は 1日平均 254.7人と 2021

年度とほぼ同一水準を維持した。 

 

（１）医療の質 

 正面玄関前に設置した発熱外来患者用の臨時診療室を継続し、東京都や医師会の要請

に応えるとともに地域における新型コロナ感染症対策に貢献した。さらには、東京都に

おける新型コロナ入院患者の受入れ病院として手上げをし、コロナ専用病床 2床を確保

した。構造上、すべての病室が陽圧設計となっていることから補助金等を活用し簡易陰

圧装置を専用病室に設置するなど、スタッフや患者への安全確保にも配慮した。院内感

染対策の徹底とともに研究所内に開設した PCR 検査室を維持し、迅速多検体の測定を

可能とすることにより、入院患者や濃厚接触者の早期診断が可能となり、院内クラスター

の発生を最小限に抑制できた。各部署の協力を仰ぎつつ 1 階フロアでの発熱トリアージ

の体制も維持していたが、新型コロナウイルス感染症の 5類移行に合わせて見直しを図

ることとなった。 

 

（２）医療サービス 

地域連携や病院広報活動で必要な「広報誌杏雲堂」の定期発行、ホームページの随時

改訂などを行い、地域医療機関や地域住民に対して最新の病院の診療体制を提供するこ

とで、医療サービスの向上を図った。また、コロナ禍ではあったが、Web方式で、地域

医療機関の緩和ケアスタッフ間による交流会（あんずカフェ）を開催した。さらに救急

医療においては消化器外科医師 17 時から 19 時までの時間帯における近隣医療施設か

らの救急要請に対応しうる体制づくりを果たした。 

業務の効率化を図りコスト削減を実現することや職員および患者さんの満足度向上

を目的とした業務改善に資するアイデアを募るために業務改善提案制度を年 2 回実施

し、優れた提案を表彰した。国際部において中国人を対象とする渡航前 PCR および抗

原検査受託施設として継続的に取り組んでいるが、在日中国総領事館から推奨施設第 2

位の指定を受けるまでになった。需要拡大を受け、2022 年 5 月から杏雲ビル 1 階 0.5

フロアを借り上げ、渡航用 PCR センターを立ち上げた。国際部スタッフが中心となっ

て尽力するとともに、医療スタッフの応援体制もあって単月で最大 6,100万円もの収益

を記録した。 

 

（３）人材育成 

コロナ禍の緊急事態宣言等で中止することも数多くあったが、東京慈恵会医科大学と
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の診療参加型臨床実習に婦人科領域で取り組んでいる。人材育成・各種教育として日本

大学医学部附属板橋病院から初期臨床研修医を受入れ、地域医療研修施設として、病棟・

外来ならびに訪問診療等教育指導を行った。また、医療系従事者養成機関の学生への実

習指導として、共立女子大学、文京学院大学、社会医学技術学院、昭和女子大学、東京

家政学院大学に実習の場を提供し教育指導を行った。 

BSC を取り入れた目標管理制度を継続し、併せて人事制度改革として導入した評価

制度を上半期・下半期に実施したが、新たに 2022年度から医師も評価対象とした。評

価制度導入の大きな目的は、「組織目的の実現」、「人材育成」、「公正な処遇」、「モチベ

ーションの向上」である。これらの目的を念頭に、個人の成長を基盤とした組織ビジョン

の達成に向けて、今後も引き続き活動を進めていく。 

 

（４）財務 

外来患者数は 2021年度水準であったものの、病床稼動率及び入院患者数は大きく減

少したことから特に入院診療収益は 2021年度対比で約 2億円もの減収となった。一方、

渡航用 PCR センターの収益や東京都からの補助金が経営改善に大きく貢献した結果、

2022 年度の収益は予算比 128 百万円減の 4,367 百万円、費用が予算比 170 百万減の

4622百万円、税引前損益は予算比 43百万円増の△256百万円となり、ほぼ予算計画通

りの実績となった。 

 

２. 職員 

期末時点の常勤職員数は、総人数 289名である。内訳は、医師 30名、看護要員 150

名（看護師 143 名、准看護師 1 名、看護補助者 6 名）、薬剤師 10 名、診療放射線技師

10名、臨床検査技師 15名、理学療法士 8名、作業療法士 4名、言語聴覚士 1名、臨床

工学技士 1名、管理栄養士 11名、栄養士 1名、事務職・技能職等職員 36名他であり、

さらに非常勤職員、派遣職員、委託職員等が各業務に従事している。 

なお、2022 年度 6 月から清掃業務と警備業務の委託先企業の見直しを図り、業務の

質向上やコスト削減を果たした。 

 

３. 今後の課題 

 電子カルテ更新の減価償却費や病院外壁の補修やエレベータ装置の入れ替え等、多額

のコスト増要因があったが、新たに電気料金の増加が加わった。予算達成に向け新規事

業の取り組みは必然であり、渡航用 PCR センターを立ち上げ、予想を上回る収益増を

達成したが中国の施策変更により 2023 年 3 月で終了したため、2023 年度は厳しい予

算計画となっている。急性期入院医療においては手術件数増加のため手術室の増室を検

討しており、収益増だけではなく 7 対 1 入院基本料の施設基準維持にも影響を及ぼす

重要な施策となっており、2023年度において実現したい。 
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Ⅳ. 附属湘南健診センター 

 

１．概況 

公益財団法人佐々木研究所附属湘南健診センターは、4つの柱の公益目的の中で、 

“がんその他の疾患に関する予防医学的研究事業”に寄与することを主な目的として運

営され、研究活動を行った。2022 年度は、新型コロナウイルス感染防止対策をセンタ

ー内で厳重に施行し、健診業務（人間ドック、生活習慣病予防のための特定健診、協会

けんぽなど一般健診、婦人科健診）を遂行した。 

 

（１）受診者の動向 

新型コロナウイルス感染拡大による影響が大きく、2022年 7月から 8月の第 7波、

12 月から 2023 年 1 月の第 8 波によるキャンセル数が過去最大となった。しかし、人

間ドックのキャンセルを最小限にとどめることや、キャンセルされた受診者への対策と

して、予約枠を拡大して受診機会の確保を行った結果、2022 年度の受診者総数は、  

コロナ感染拡大前の 2019年度と比較して 104％増加となった。 

また、感染状況が落ち着いた時期に、婦人科検診（マンモグラフィー、乳腺エコー）

の積極的な受け入れを行い、最終的には 2019年度を上回る結果となった。 

 

（２）財務 

2022 年 4 月と 5 月は、新型コロナウイルス感染拡大の影響から予約受付の減少と、

キャンセルの増加により減収となり、更に第 7波の影響も加わり、上期は予算を若干下

回った。しかし、下期にも第 8波の影響はあったが、最終的には 2022年度の年間の収

益は、前年度比 10 百万円増、予算比では 4 百万円減の 419 百万円、税引前損益は 32

百万円で予算比 9百万円増となり、黒字運営となった。 

 

２．職員 

期末時点の常勤職員数は 16名、非常勤職員等 65名が各業務に従事している。 

 

３．今後の課題 

（１）健診体制の強化 

運営面では、上部内視鏡検査を安定して実施するための内視鏡専門医の確保ならびに、

乳腺・婦人科検診の拡大のため婦人科専門医・乳腺検診の専門医確保にも努力していく

必要がある。健診時間のスピードが異なる人間ドック（診察時間以外に、当日結果説明

のため一人約 10 分間必要）と一般健診（診察・検査のみ）の工程を分離・整流化する

ことを進める。 

健診精度向上の取組みについては、健診での見落としを防ぐことは重要な課題であり、
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センター内での医師・看護師・検査技師・事務要員のコミュニケーションにより、常に

何かがおかしいいと思ったときにお互いに“スピークアウト“できる体制の強化を行う。 

また、画像診断装置の更新により導入された「AI による胸部写真読影システム」に

よって異常所見の検出を医師の読影支援として有効活用する。 

健診メニューとしては、総合健診（人間ドック）受診者へのサービス向上を目的とし

て、スポーツ施設とタイアップして、健康支援プログラム（仮称）の実施を進める。 

 

（２）人材の活用・育成 

湘南健診センター研究会議は、センター長・看護師・放射線技師・臨床検査技師・事

務職から構成され、臨床研究の遂行・学会発表（主に人間ドック学会）・論文発表を行

っている。今後、１）膨大な健診データを突合しデータベースを作成、２）健診での残

血清サンプルを保存し疾患血清（パネル血清）を作製の検討、３）データ活用のための

統計処理方法を学び、スキルアップを図ることが必要であり、研究を通じて、コミュニ

ケーション能力を磨き、よりレベルの高い健診業務に寄与できる人材を育成していく。 

 

（３）杏雲堂病院との連携 

 湘南健診センターでの健診結果から、大腸検査、婦人科要精査、遺伝子外来など杏雲

堂病院へ紹介を積極的に進める。便潜血検査陽性者を対象として、大腸検査については、

湘南健診センターから杏雲堂病院内視鏡検査の予約を行い、検査結果を説明も健診セン

ターで出来る仕組みを構築する。  

 

 

Ⅴ．収益事業 

2022 年度の収益は 1,239 百万円と予算比 24 百万円の増収、税引前損益は、経費縮減も

あり、820百万円と予算比 59百万円の増益となった。 

都心部の賃貸ビル市場は、新型コロナ感染症拡大の影響による在宅勤務の増加等により、

大手不動産会社の東京都心部公表数値では空室率は 2020 年 3 月 1.5％が、2023/3 月 6.4％

に増加しており、厳しい状況にある。また同時に賃借料も 2020年 3月 22.6千円/坪が 2023

年 3月 20.0千円/坪と下落したが、テナントの誘致、経費削減に努め 2022年度は予算を達

成することができた。 

2022 年度の御茶ノ水杏雲ビルは、予算上 2.75 フロアの空室を抱え、入居率 94.1％でス

タートしたが、厳しい経営環境下、管理会社の住友不動産との連携強化を図り、年度末には

空室 1.0フロアを残すのみとなり、2022年度通期の入居率は 95.0％となった。 

設備投資に関しては、築年数 30年強の御茶ノ水杏雲ビルの経年劣化対策として計画的な

インフラ整備を実施している。あわせて、価値向上あるいは入居促進策として美観確保等や

利便性の向上を図った。南側植栽のリニューアル、杏雲ビル入口床タイルの交換、８階まで
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の給湯室リニューアルを実施し、また併せてテナント退去跡のテナント占有部の照明 LED

化等を実施した。 

2023年度は、テナント退去が多数見込まれているため（5.0フロア）、2022年度中から、

住友不動産との情報共有と入居単価の維持による収入最大化を目指して努力中である。 

 

 

Ⅵ．法人の概況 

 

１． 法人の基本情報 

（１）沿革 

1882年 佐々木東洋が杏雲堂病院を創立 

1894年 佐々木政吉（2代目院長）が私邸に研究所を建設 

1939年 佐々木隆興（3代目院長）が研究所を財団法人化し、その後、杏雲堂病院を 

その附属の病院とした。（法人成立年月日 1939年 1月 13日） 

2012年 内閣府から認定を受け、2012年 4月 1日に、公益財団法人佐々木研究所に 

名称変更し、公益財団法人に移行（2012年 4月 1日） 

 

（２）定款に定める目的・事業 

（目的） 

この法人は、がんその他の疾患の予防・診断・治療の研究開発を行い、医学の進歩な

らびに人材の育成を図り、より良い医療の推進、普及に努め、以って国民の健康増進に

寄与することを目的とする。 

 

（事業） 

この法人は、前条の目的を達成するため次の事業を行う。 

(1) 医学研究ならびに医療のための施設等の設置とその維持運営 

(2) がんその他の疾患の予防法・診断法・治療法に関する臨床を中心とした調査および

研究開発 

(3) がんその他の疾患に関する医療・検診事業の推進 

(4) 研究者・医療従事者等の人材育成 

(5) 研究成果の公表および講演会の開催 

(6) 公益目的事業の推進に資するための収益事業 

イ 賃貸ビル事業 

ロ 駐車場事業等 

(7) その他前条の目的を達成するために必要な事業 
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（３）主たる事務所 

東京都千代田区神田駿河台二丁目 2番地 

（事業所） 

・附属佐々木研究所  東京都千代田区神田駿河台二丁目 2番地 

・附属杏雲堂病院  東京都千代田区神田駿河台一丁目 8番地 

・附属湘南健診センター  神奈川県平塚市宝町 10番 4号 

 

（４）役員等に関する事項 

・評議員 15名 

・理事 14名（理事長 1名、常務理事 2名、非常勤理事 11名） 

・監事 2名 

・会計監査人 1名    （上記いずれも期末人数） 

 

（５）職員に関する事項 

期末常勤職員数合計 327名（前期末 335名） 

（事業所別） 

・附属佐々木研究所   8名（前期末 8名） 

・附属杏雲堂病院    289名（前期末 301名） 

・附属湘南健診センター 16名（前期末 17名） 

・その他        14名（前期末 9名） 

 

２． 評議員会・理事会に関する事項 

（１）2022年 6月 1日 第 1回定例理事会開催 

・決議事項：2021年度事業報告書・計算書類の承認、人事案件承認、評議員会招集 

臨時理事会招集 

・報告事項：業務執行状況 

 

（２）2022年 6月 16日 定時評議員会開催 

・決議事項：2021年度事業報告書・計算書類の承認、人事案件承認 

・報告事項：理事長報告  

 

（３）2022年 6月 16日 臨時理事会 

・決議事項：代表理事（理事長）選任、常務理事選任、役員担当業務、特別顧問選任  

 

（４）2022年 9月 15日 第 2回定例理事会開催 

・決議事項：会計監査人に対する監査報酬の承認、給与規程の一部改定、研究活動にお 
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ける不正行為への対応等に関する規程の一部改定 

・報告事項：業務執行状況 

 

（５）2022年 12月 8日 第 3回定例理事会開催 

・決議事項：未稼働施設の固定資産減損 

・報告事項：ビル建替費用、業務執行状況 

 

（６）2023年 3月 2日 第 4回定例理事会開催 

・決議事項：2023年度事業計画書・収支予算の承認、2022年度資金調達および設備投

資の見込みの承認、特定資産取得・改良資金保有(一部変更)承認、人事案

件承認、評議員会招集 

・報告事項：業務執行状況 

 

（７）2023年 3月 16日 評議員会開催 

・決議事項：2023年度事業計画書・収支予算の承認、2022年度資金調達および設備投

資の見込みの承認、人事案件承認 

・報告事項：理事長報告 

 

（8）2023年 3月 16日 臨時理事会開催 

・決議事項：人事案件（常務理事選任、使用人兼務発令、役員担当業務）承認 

 

３．各種届出に関する事項 

（１）変更の届出 

・2022年 7月 8日に、役員等の名簿等を内閣府に対して電子申請 

 

（２）事業報告等の届出 

・2022年 6月 29日に、2020年度の事業報告書等を内閣府に対し電子申請 

 

（３）事業計画等の届出 

・2023年 3月 30日に、2023年度の事業計画書等を内閣府に対し電子申請 

 

 

2022年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」 

第 34条第 3項に規定する「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので

附属明細書を作成していない。 


